
　
あ
お
も
り
県
民
政
策
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
（
事
務
局
・
Ｎ
Ｐ

Ｏ
ひ
ろ
だ
い
リ
サ
ー
チ
）
の

研
究
発
表
会
が
、
二
〇
一
三

年
二
月
九
日
に
八
戸
市
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
弘

前
大
学
大
学
院
地
域
社
会
研

究
科
が
後
援
し
ま
し
た
。

　「
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る

八
戸
圏
域
の
企
業
行
動
」
と

題
し
て
、
青
森
大
の
井
上
隆

教
授
、
青
森
地
域
社
会
研
究
所
の
谷
口
清
和
研
究
員
、
そ
し

て
地
域
社
会
研
究
科
の
竹
ヶ
原
公
リ
サ
ー
チ
ア
シ
ス
タ
ン
ト

と
佐
々
木
純
一
郎
教
授
が
報
告
し
ま
し
た
。

（
教
授
　
佐
々
木
　
純
一
郎
）
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地
域
全
般
の
課
題
を
学
ぶ
た
め
、
他
学
部
や
一
般
社
会
人
の

方
に
講
義
を
お
願
い
し
て
研
究
発
表
を
合
計
８
回
開
催
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
10
月
に
は
第
12
回
弘
前
大
学
総
合
文
化
祭
に
お
い

て
、
Ｃ
Ｓ
Ｋ
48
と
題
し
た
大
学
院
地
域
社
会
研
究
科
オ
ー
プ

ン
ラ
ボ
の
企
画
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

　
27
日
（
土
）、
28
日
（
日
）
両
日
、
総
合
教
育
棟
４
０
５
の

展
示
会
場
に
は
、研
究
科
の
活
動
内
容
に
か
か
わ
る
ポ
ス
タ
ー

と
年
報
・
報
告
書
が
ず
ら
り
と
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の

市
民
や
学
生
が
見
学
に
訪
れ
、
関
心
の
あ
る
分
野
の
資
料
を

手
に
と
っ
て
興
味
深
そ
う
に
じ
っ
く
り
眺
め
て
い
ま
し
た
。

　
展
示
室
で
最
も
目
を
引
い
た
の
は
、
動
画
展
示
を
行
っ
た

佐
井
村
の
祭
礼
調
査
で
、
研
究
代
表
者
の
三
浦
俊
一
特
別
研

究
員
は
「
ね
ぷ
た
の
有
名
な
弘
前
だ
が
、
他
地
域
の
祭
礼
の

よ
う
す
を
知
っ
て
も
ら
え
れ
ば
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。ま
た
、

Ｃ
Ｓ
Ｋ（Chiiki-Syakai-K

enkyu-ka

）
は
地
域
社
会
研
究

科
の
こ
と
を
示
し
、「
顔
の
見
え
る
」
展
示
を
目
指
し
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
の
展
示
タ
イ
ト
ル
は
以
下
の
通
り
で
す
。

　
地
域
社
会
研
究
科
長
あ
い
さ
つ
・
津
軽
地
域
新
幹
線
経
済

効
果
の
研
究
・
あ
お
も
り
ツ
ー
リ
ズ
ム
創
発
塾
弘
大
・
観
光

研
究
会
・
東
日
本
大
震
災
八
戸
避
難
所
調
査（
二
〇
一
一
年
度
）・

弘
前
大
学
震
災
研
究
交
流
会
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ひ
ろ
だ
い
リ
サ
ー
チ

（
リ
サ
ー
チ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
・
第
10
期
生
　
竹
ヶ
原
　
公
）

地
域
社
会
研
究
科
後
援
事
業

あ
お
も
り
県
民
政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

研
究
発
表
会

津
軽
地
域
づ
く
り
研
究
会

地
域
社
会
研
究
会
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　「
津
軽
地
域
づ
く
り
研
究
会
」は
、

自
治
体
職
員
と
弘
前
大
学
教
員
が

理
論
と
実
務
に
よ
る
政
策
研
究
を

行
う
こ
と
に
よ
っ
て
津
軽
地
域
の

活
性
化
に
繋
げ
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
二
〇
〇
八
年
十
一
月
に
設
立

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
を
振
り

返
る
と
、『
稲
わ
ら
の
有
効
活
用
』

に
つ
い
て
二
年
間
、『
津
軽
地
域

の
市
町
村
合
併
』
に
つ
い
て
一
年

間
、
調
査
研
究
の
成
果
に
つ
い
て

報
告
書
を
ま
と
め
た
一
応
の
実
績
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
設

立
か
ら
四
年
目
を
向
か
え
た
二
〇
一
二
年
度
は
、
参
加
メ
ン

バ
ー
個
々
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
的
と
し
た
個
人
研
究
と
発

表
会
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
津
軽
地
域
の
発
展
と
活
性
化
の
た
め
に
は
、

自
治
体
の
あ
り
方
に
つ
い
て
大
き
く
変
革
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、
そ
の
時
代
に
合
っ
た
地
域
ニ
ー
ズ
を

的
確
に
捉
え
対
応
で
き
る
よ
う
、
こ
の
研
究
会
が
果
た
す
役

割
は
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
故
に
、
大
学
と
自
治
体
、
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
が
、
協
働

に
よ
り
地
域
に
貢
献
で
き
る
仕
組
み
こ
そ
が
地
域
を
豊
か
に

す
る
こ
と
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

（
津
軽
地
域
づ
く
り
研
究
会
　
中
澤
　
俔
志
）

　
今
年
度
の
地
域
社
会
研
究
会
に
お
け
る
研
究
発
表
会
は
、

在
学
院
生
の
論
文
制
作
過
程
の
発
表
の
場
と
し
て
、
ま
た
、

第
１
回

（
３
月
17
日
）
三
浦
　
俊
一
（
弘
前
大
学
特
別
研
究
員
・
第
６
期
生
）

『
地
域
の
祭
事
・
芸
能
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』

第
２
回

（
６
月
30
日
）
飯
田
　
清
子
（
第
11
期
生
）

『
ビ
ン
テ
イ
ジ
・
モ
デ
ル
に
よ
る
借
地
借
家
法
の
研
究
と

今
後
の
研
究
の
計
画
に
つ
い
て
』

第
３
回

（
７
月
28
日
）
原
子
　
純
（
第
11
期
生
）

『
子
ど
も
の
人
間
力
を
拓
く

「
遊
び
」
の
可
能
性
に
関
す
る
実
践
学
的
研
究
』

第
４
回

（
８
月
25
日
）
鑓
水
　
浩
（
第
11
期
生
）

『
人
間
の
生
得
的
な
行
動
特
性
に
応
じ
た
道
徳
授
業
の
研
究

―

進
化
生
物
学
の
知
見
を
基
盤
と
し
て―

』

第
５
回

（
９
月
22
日
）
田
中
　
文
夫
（
第
11
期
生
）

『
小
学
生
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
に

関
す
る
研
究
』

第
６
回

（
11
月
24
日
）
早
川
　
和
江
（
第
11
期
生
）

『
地
域
食
材
を
活
用
し
た
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
フ
ー
ド
の
開
発
』

第
７
回

（
12
月
22
日
）
檜
槇
　
貢
（
研
究
科
長
）

『
わ
が
国
に
お
け
る

国
土
計
画
論
に
つ
い
て
』

第
８
回

（
２
月
２
日
）
橘
田
　
誠
（
第
８
期
生
）

『
特
別
市
制
の
廃
止
と

地
方
二
層
制
の
定
着
』

山
本
　
大
輔
（
深
浦
町
職
員
）

『
深
浦
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
』

葛
西
　
真
央
（
第
11
期
生
）

『
完
新
世
記
以
降
の
日
本
海
沿
岸
北
部
に
お
け
る

沖
積
平
野
発
達
過
程
の
考
察
』

大
山
　
祐
太
（
第
10
期
生
）

『
知
的
障
害
者
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
携
わ
る
大
学
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
抱
え
る
不
安
に
対
す
る
研
究
』

山
口
　
恵
子
（
人
文
准
教
授
）

『
東
京
に
出
る
若
者
た
ち
』

（
書
籍
紹
介
）

高
ま
る
地
域
づ
く
り
に
お
け
る
大
学
の
役
割

　
地
域
大
学
の
時
代
が
到
来
し
て
い
ま
す
。
細
分

化
さ
れ
理
論
的
精
緻
化
を
志
向
さ
れ
た
科
学
技
術

を
基
礎
に
置
き
な
が
ら
、
同
時
に
地
域
社
会
の
現

実
に
か
か
わ
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
大
学
と
し

て
、
教
育
、
研
究
、
社
会
貢
献
を
行
え
る
大
学
像

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
地
域
社
会
研
究
科
は
、
後
期
博
士
課

程
と
し
て
、
社
会
人
院
生
が
地
域
社
会
の
現
場
で

積
み
上
げ
た
実
践
的
研
究
の
蓄
積
に
よ
っ
て
成
り

立
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
い
い
の
で
す
。
こ
れ
か

ら
の
高
ま
る
地
域
づ
く
り
に
お
い
て
、
私
た
ち
研

究
科
の
役
割
は
大
き
い
と
い
え
ま
す
。

自
治
体
と
の
連
携

　
私
た
ち
は
地
域
社
会
の
現
場
に
向
き
合
い
世
界

に
発
信
す
る
研
究
科
を
目
指
す
の
で
す
が
、
こ
の

こ
と
は
自
治
体
の
協
力
な
し
に
は
で
き
な
い
の
で

す
。
青
森
県
、
県
内
市
町
村
、
さ
ら
に
は
道
南
・

を
考
え
る
し
く
み
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
ひ
ろ
だ
い
リ
サ
ー
チ
や
関
係
団
体
と
と

も
に
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

東
京
か
ら　
キ
ロ
離
れ
た

地
域
社
会
研
究
拠
点
に
な
り
た
い

　
私
た
ち
の
研
究
拠
点
は
津
軽
で
す
。
四
季
が
明

確
で
、
深
い
人
間
関
係
を
求
め
る
風
土
が
特
徴
で

す
。
東
京
か
ら
600
キ
ロ
離
れ
た
地
域
社
会
で
こ
そ

光
り
輝
け
る
教
育
研
究
を
志
向
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
地
で
、
日
本
は
も
と
よ
り
ア
ジ
ア
に
お
け
る

地
域
社
会
研
究
拠
点
に
な
り
た
い
の
で
す
。

地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る
大
型
研
究
を

　
二
〇
一
二
年
度
は
震
災
と
観
光
に
関
す
る
研
究

を
研
究
科
に
お
け
る
二
本
柱
に
掲
げ
ま
し
た
。
調

査
方
法
論
調
査
、
青
森
県
・
弘
前
市
・
鶴
田
町
等

か
ら
の
受
託
研
究
は
震
災
と
観
光
の
二
つ
に
整
理

で
き
る
も
の
で
し
た
。
二
つ
の
研
究
テ
ー
マ
は
、

震
災
後
の
東
北
地
方
が
抱
え
る
課
題
な
の
で
す
。

二
本
柱
の
設
定
は
地
域
社
会
研
究
科
が
大
型
研
究

に
挑
戦
す
る
き
っ
か
け
に
し
た
い
と
考
え
て
の
こ

と
で
す
。

い
つ
か
は
敬
意
を
も
た
れ
る
大
学
院
研
究
科
に

　
こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
て
、
こ
れ
か
ら
10
年

で
国
内
外
か
ら
敬
意
を
も
た
れ
る
大
学
院
研
究
科

と
し
て
成
長
し
て
い
き
た
い
の
で
す
。
ど
う
か
皆

さ
ん
、
暖
か
い
目
で
私
た
ち
研
究
科
の
活
動
を
見

守
っ
て
く
だ
さ
い
。

研
究
者
と
学
生
、
市
民
が
一
緒
に

地
域
社
会
を
考
え
る
し
く
み

　
教
育
研
究
の
し
く
み
と
し
て
の
地
域
社
会
研
究

科
の
こ
と
は
弘
前
大
学
大
学
院
地
域
社
会
研
究
科

案
内
（http://w

w
w
.hirosaki-u.ac.jp/Tlag/

index.htm
l

）
を
参
照
し
て
下
さ
い
。
地
域
社
会

研
究
科
の
ね
ら
い
を
ひ
と
言
で
表
せ
ば
、
津
軽
の

地
で
研
究
者
と
学
生
、
市
民
が
一
緒
に
地
域
社
会

研
究
科
長
あ
い
さ
つ

研
究
科
の
概
要

地
域
づ
く
り
の
担
い
手
の

居
場
所
と
し
て
の
研
究
科

　
地
域
社
会
に
育
て
ら
れ
、
地
域
社
会
に
か
か

わ
っ
て
行
く
と
い
う
精
神
を
私
は
も
っ
て
い
ま

す
。
地
域
社
会
研
究
科
に
か
か
わ
る
人
た
ち
に
は
、

ど
こ
か
に
地
域
づ
く
り
の
担
い
手
と
し
て
の
自
覚

を
も
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど

う
か
地
域
づ
く
り
の
担
い
手
が
集
ま
る
場
所
と
し

て
研
究
科
を
成
熟
さ
せ
た
い
の
で
す
。

600

東
北
地
方
の
市
町
村
と
の
連
携
を
大
切
に
し
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
震
災
、
観
光
、

人
材
誘
致
等
の
テ
ー
マ
で
は
ど
こ
か
に
自
治
体
職

員
が
係
わ
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
私
た
ち
の
研
究

科
な
の
で
す
。

研
究
科
長
　
　

檜
槇
　
貢
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二
〇
一
二
年
度
も
引
き
続
き
八
戸
市
の
み
な
さ
ん
に
お
世
話
に
な
り
、
同
市
に
お
け

る
震
災
被
災
・
復
興
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ま
に
あ
ら
た

め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
ず
四
月
に
、八
戸
市
長
も
お
迎
え
し
昨
年
度
の
調
査
報
告
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
被
災
地
内
の
「
周
辺
地
域
」
と
し
て
注
目
さ
れ
な
い
八
戸
だ
か
ら
こ

そ
掘
り
下
げ
ら
れ
る
論
点
を
、
今
年
度
は
深
掘
り
し
て
ゆ
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
調
査
方
法
論
を
履
修
し
た
５
名
の
院
生
の
専
門
・
関
心
ご
と
に
以
下
の

テ
ー
マ
を
定
め
ま
し
た
。
ま
ず
、
障
が
い
児
や
不
登
校
児
と
い
っ
た
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の

方
へ
の
災
害
対
応
、
次
に
、
文
化
施
設
や
地
域
の
事
業
者
、
あ
る
い
は
「
生
き
る
力
」

教
育
が
災
害
対
応
に
果
た
す
役
割
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
論
点
は
い
ず
れ
も
既
存
の「
制
度
の
隙
間
」と
も
言
え
る
も
の
で
す
。実
際
、

調
査
の
結
果
、
ま
だ
ま
だ
対
応
や
位
置
づ
け

が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。
同
時
に
調
査
で
は
、
そ
う
し
た
「
制

度
の
隙
間
」
を
埋
め
る
べ
く
一
人
ひ
と
り
の

創
意
が
発
揮
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
ご
と

に
有
効
な
対
応
や
支
援
が
な
さ
れ
て
い
た
点

も
わ
か
り
ま
し
た
。

　
制
度
の
欠
陥
を
指
摘
す
る
こ
と
は
簡
単
で

す
。
し
か
し
、
す
べ
て
を
行
政
や
自
治
会
と

い
っ
た
既
存
の
地
域
組
織
で
カ
バ
ー
す
る
に

は
限
界
が
あ
り
ま
す
。叢
生
し
つ
つ
あ
る
個
々

人
の
発
意
を
評
価
し
正
当
に
位
置
づ
け
る
緩

や
か
な
制
度
を
構
想
す
る
必
要
と
可
能
性
を

感
じ
さ
せ
た
調
査
で
し
た
。

（
准
教
授
　
平
井
　
太
郎
）

　
新
た
に
二
〇
一
二
年
度
、
青
森
県
観
光
・
国
際
戦
略
局
か
ら
「
あ
お
も
り
ツ
ー
リ
ズ

ム
創
発
塾
」
の
運
営
を
受
託
し
ま
し
た
。「
創
発
塾
」
は
次
世
代
の
観
光
を
担
う
人
材

育
成
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
今
回
は
研
究
科
内
で
議
論
を
重
ね
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
次

の
よ
う
な
３
つ
の
目
標
を
定
め
ま
し
た
。

（
１
）
当
事
者
の
世
代
・
地
域
を
超
え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

（
２
）
一
つ
で
も
思
い
を
カ
タ
チ
に
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

（
３
）
講
師
を
パ
ー
ト
ナ
ー
に
巻
き
込
む
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

　
こ
う
し
た
目
標
の
下
、
津
軽
地
域
一
円
か
ら
官
民
の
観
光
事
業
に
か
か
わ
る
当
事
者

40
名
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
３
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
ま
し
て
、
具
体
的

な
観
光
政
策
か
観
光
商
品
を
企
画
・
提
案
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
に

よ
っ
て
は
自
主
的
な
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
も
開
い
た
ほ
か
、
中
間
・
最
終
段
階
で
は
参
加
者

相
互
の
投
票
を
行
い
、
本
気
・
本
音
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
結
果
と
し
て
、
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
で
は
す

で
に
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
そ
こ
に
は
講
師
と
し
て
招
い
た
方

た
ち
も
積
極
的
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
今
回
ご
参
加
・
ご
協
力
い
た
だ
い
た
み
な
さ

ま
に
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
来
年
度
は
世
界
遺
産
登
録
二
〇
周
年
を
迎
え
る

「
白
神
」を
テ
ー
マ
に
据
え
、こ
れ
ま
で
に
な
い「
白

神
」
の
魅
力
の
掘
り
下
げ
を
参
加
者
の
方
た
ち
と

進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

（
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
　
檜
槇
　
貢
・
大
浦
　
雅
勝
・

佐
々
木
　
純
一
郎
・
高
瀬
　
雅
弘
・
三
浦
　
俊
一
・

柴
田
　
彩
子
・
平
井
　
太
郎
）

　
二
〇
一
一
年
度
に
引
き
続
き
二
〇
一
二

年
度
も
佐
井
村
・
箭
根
森
八
幡
宮
祭
典
を

中
心
と
し
た
調
査
に
伺
い
ま
し
た
。
同
祭

典
は
近
世
か
ら
続
く
も
の
で
、
青
森
県
・

無
形
民
俗
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
昨
年
度
は
祭
典
の
映
像
記
録
化
と
文

書
の
解
読
と
評
価
を
行
い
ま
し
た
。
今
年

度
は
、
人
口
減
少
に
よ
る
祭
典
の
運
営
が

厳
し
い
現
状
を
踏
ま
え
、
弘
前
大
学
学
生

と
い
う
外
部
の
人
材
が
運
営
に
携
わ
る
方

法
を
実
験
的
に
試
行
し
、
そ
の
可
能
性
と

課
題
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
し

た
。

　
祭
典
で
は
、
弘
前
大
学
人
文
学
部
学
生

６
名
と
研
究
科
ス
タ
ッ
フ
３
名
が
、
準
備

か
ら
片
付
け
ま
で
の
５
日
間
び
っ
ち
り
と
、
初
め
て
本
格
的
に
山
車
の
運
行
に
関
わ
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
た
ま
た
ま
九
月
の
連
休
に
祭
礼
が
重
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
通
常
は
な
か
な

か
帰
郷
で
き
な
い
他
出
し
た
若
者
が
多
数
、
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
初
め
て

佐
井
村
を
訪
れ
る
学
生
と
山
車
の
運
行
を
担
う
組
織
（
い
わ
ゆ
る
「
若
者
組
」）
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
お
お
む
ね
順
調
で
、
例
年
に
な
い
活
気
を
取
り
戻
し
た
と
評

価
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
世
話
に
な
っ
た
佐
井
村
の
み
な
さ
ま
に
は
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
来
年
度
は
「
若
者
組
」
を
核
と
す
る
地
域
内
外
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
把
握
し
、
他
出

し
て
い
る
若
者
が
祭
典
に
関
わ
り
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
可
能
に
す
る
方
策
な
ど
を
検

討
す
る
予
定
で
す
。

（
准
教
授
　
平
井
　
太
郎
　　
　
　
　
　
　

弘
前
大
学
特
別
研
究
員
　
三
浦
　
俊
一
）

　
弘
前
大
学
震
災
研
究
交
流
会
は
、
弘
前
大
学
内
は
も
と
よ
り
、
研
究
者
・
市
民
な
ど

関
係
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
戦
略
的
に
拡
大
さ
せ
る
と
と
も
に
、
弘
前
市
・
平
川
市
・

青
森
県
な
ど
関
係
自
治
体
と
の
連
絡
を
密
に
し
、
総
合
的
地
域
社
会
研
究
に
向
け
文
理

融
合
の
研
究
体
制
を
構
築
す
る
、本
学
中
心
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
を
形
成
す
る
も
の
で
す
。

　
主
な
活
動
は
研
究
会
・
講
演
会
で
、
発
表
者
は
本
学
の
震
災
関
連
研
究
を
行
う
研
究

者
・
大
学
院
生
だ
け
で
は
な
く
、
他
大
学
の
研
究
者
、
自
治
体
や
医
師
会
の
防
災
担
当

者
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
そ
の
講
演
を
聴
講
す
る
た
め
に
市
民
や
医
師
会
や
メ

デ
ィ
ア
関
係
者
な
ど
が
集
ま
る
よ
う
に
な
り
、
内
外
で
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
本
会
は
、
震
災
研
究
を
行
う
研
究
者
間
の
情
報
交
換
・
交
流
と
、
地
域
社
会
へ
の
研

究
成
果
還
元
を
主
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
い
ま
す
。二
〇
一
二
年
度
末
ま
で
に
研
究
会
・

書
評
会
は
17
回
を
数
え
、
現
在
も
継
続
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
弘
前
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科
の
片
岡
俊
一

准
教
授
の
ご
協
力
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
お
り
、
研
究
会
の
案
内
や
過
去
の
研
究
会
の
内

容
も
閲
覧
で
き
ま
す
。
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
左
記
の
と
お
り
。

　http://w
w
w
.st.hirosaki-u.ac.jp/~

kataoka/renrakukai/index.htm
l

　
弘
前
大
学
震
災
研
究
交
流
会
は
今
後
も
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
深
化
を
は
か
り
、
継
続
し
て

い
き
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
震
災
は
今
に
は
じ
ま
り
今
に
終

わ
る
も
の
で
は
な
く
、
過
去
が
物
語
る
よ
う
に
今
後
も
発

生
す
る
可
能
性
が
極
め
て
高
い
も
の
だ
か
ら
で
す
。
し
か

も
、
被
災
者
に
と
っ
て
は
決
し
て
一
過
性
の
出
来
事
で
は

な
く
、そ
の
後
の
人
生
に
大
き
く
長
く
影
響
を
与
え
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
は
、
こ
こ
で
の
震
災
研
究
交
流
と
研
究
蓄
積

が
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
お
よ
び
、
将
来
発

生
す
る
で
あ
ろ
う
災
害
の
軽
減
と
そ
の
対
応
に
、
必
ず
寄

与
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
研
究
会
等
の
活
動
は
、
弘
前
大
学
の
内
外
問
わ
ず
に
公

開
し
て
い
ま
す
か
ら
、
震
災
研
究
に
興
味
を
持
た
れ
る
方

は
、
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
弘
前
大
学
特
別
研
究
員
　
白
石
　
睦
弥
）

弘
前
大
学
震
災
研
究
交
流
会
の
活
動

八
戸
で
の
前
年
度
調
査
方
法
論
の
報
告
会
と

今
年
度
の
調
査
方
法
論

あ
お
も
り
ツ
ー
リ
ズ
ム
創
発
塾
・
弘
大

　
　
　
　
　
　
　
　弘
前
大
学
観
光
研
究
会

佐
井
村
箭
根
森
八
幡
宮
祭
典
調
査

第10回 弘前大学震災研究交流会のようす（真剣に発表をきく参加者）

山車の前に集まった弘大「若者組」

ワークショップ風景
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二
〇
一
二
年
度
も
引
き
続
き
八
戸
市
の
み
な
さ
ん
に
お
世
話
に
な
り
、
同
市
に
お
け

る
震
災
被
災
・
復
興
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ま
に
あ
ら
た

め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
ず
四
月
に
、八
戸
市
長
も
お
迎
え
し
昨
年
度
の
調
査
報
告
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
被
災
地
内
の
「
周
辺
地
域
」
と
し
て
注
目
さ
れ
な
い
八
戸
だ
か
ら
こ

そ
掘
り
下
げ
ら
れ
る
論
点
を
、
今
年
度
は
深
掘
り
し
て
ゆ
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
調
査
方
法
論
を
履
修
し
た
５
名
の
院
生
の
専
門
・
関
心
ご
と
に
以
下
の

テ
ー
マ
を
定
め
ま
し
た
。
ま
ず
、
障
が
い
児
や
不
登
校
児
と
い
っ
た
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の

方
へ
の
災
害
対
応
、
次
に
、
文
化
施
設
や
地
域
の
事
業
者
、
あ
る
い
は
「
生
き
る
力
」

教
育
が
災
害
対
応
に
果
た
す
役
割
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
論
点
は
い
ず
れ
も
既
存
の「
制
度
の
隙
間
」と
も
言
え
る
も
の
で
す
。実
際
、

調
査
の
結
果
、
ま
だ
ま
だ
対
応
や
位
置
づ
け

が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。
同
時
に
調
査
で
は
、
そ
う
し
た
「
制

度
の
隙
間
」
を
埋
め
る
べ
く
一
人
ひ
と
り
の

創
意
が
発
揮
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
ご
と

に
有
効
な
対
応
や
支
援
が
な
さ
れ
て
い
た
点

も
わ
か
り
ま
し
た
。

　
制
度
の
欠
陥
を
指
摘
す
る
こ
と
は
簡
単
で

す
。
し
か
し
、
す
べ
て
を
行
政
や
自
治
会
と

い
っ
た
既
存
の
地
域
組
織
で
カ
バ
ー
す
る
に

は
限
界
が
あ
り
ま
す
。叢
生
し
つ
つ
あ
る
個
々

人
の
発
意
を
評
価
し
正
当
に
位
置
づ
け
る
緩

や
か
な
制
度
を
構
想
す
る
必
要
と
可
能
性
を

感
じ
さ
せ
た
調
査
で
し
た
。

（
准
教
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井
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郎
）
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光
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こ
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し
た
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し
た
と
評

価
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
世
話
に
な
っ
た
佐
井
村
の
み
な
さ
ま
に
は
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
来
年
度
は
「
若
者
組
」
を
核
と
す
る
地
域
内
外
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
把
握
し
、
他
出

し
て
い
る
若
者
が
祭
典
に
関
わ
り
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
可
能
に
す
る
方
策
な
ど
を
検

討
す
る
予
定
で
す
。

（
准
教
授
　
平
井
　
太
郎
　　
　
　
　
　
　

弘
前
大
学
特
別
研
究
員
　
三
浦
　
俊
一
）

　
弘
前
大
学
震
災
研
究
交
流
会
は
、
弘
前
大
学
内
は
も
と
よ
り
、
研
究
者
・
市
民
な
ど

関
係
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
戦
略
的
に
拡
大
さ
せ
る
と
と
も
に
、
弘
前
市
・
平
川
市
・

青
森
県
な
ど
関
係
自
治
体
と
の
連
絡
を
密
に
し
、
総
合
的
地
域
社
会
研
究
に
向
け
文
理

融
合
の
研
究
体
制
を
構
築
す
る
、本
学
中
心
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
を
形
成
す
る
も
の
で
す
。

　
主
な
活
動
は
研
究
会
・
講
演
会
で
、
発
表
者
は
本
学
の
震
災
関
連
研
究
を
行
う
研
究

者
・
大
学
院
生
だ
け
で
は
な
く
、
他
大
学
の
研
究
者
、
自
治
体
や
医
師
会
の
防
災
担
当

者
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
そ
の
講
演
を
聴
講
す
る
た
め
に
市
民
や
医
師
会
や
メ

デ
ィ
ア
関
係
者
な
ど
が
集
ま
る
よ
う
に
な
り
、
内
外
で
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
本
会
は
、
震
災
研
究
を
行
う
研
究
者
間
の
情
報
交
換
・
交
流
と
、
地
域
社
会
へ
の
研

究
成
果
還
元
を
主
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
い
ま
す
。二
〇
一
二
年
度
末
ま
で
に
研
究
会
・

書
評
会
は
17
回
を
数
え
、
現
在
も
継
続
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
弘
前
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科
の
片
岡
俊
一

准
教
授
の
ご
協
力
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
お
り
、
研
究
会
の
案
内
や
過
去
の
研
究
会
の
内

容
も
閲
覧
で
き
ま
す
。
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
左
記
の
と
お
り
。

　http://w
w
w
.st.hirosaki-u.ac.jp/~

kataoka/renrakukai/index.htm
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弘
前
大
学
震
災
研
究
交
流
会
は
今
後
も
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
深
化
を
は
か
り
、
継
続
し
て

い
き
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
震
災
は
今
に
は
じ
ま
り
今
に
終

わ
る
も
の
で
は
な
く
、
過
去
が
物
語
る
よ
う
に
今
後
も
発

生
す
る
可
能
性
が
極
め
て
高
い
も
の
だ
か
ら
で
す
。
し
か

も
、
被
災
者
に
と
っ
て
は
決
し
て
一
過
性
の
出
来
事
で
は

な
く
、そ
の
後
の
人
生
に
大
き
く
長
く
影
響
を
与
え
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
は
、
こ
こ
で
の
震
災
研
究
交
流
と
研
究
蓄
積

が
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
お
よ
び
、
将
来
発

生
す
る
で
あ
ろ
う
災
害
の
軽
減
と
そ
の
対
応
に
、
必
ず
寄

与
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
研
究
会
等
の
活
動
は
、
弘
前
大
学
の
内
外
問
わ
ず
に
公

開
し
て
い
ま
す
か
ら
、
震
災
研
究
に
興
味
を
持
た
れ
る
方

は
、
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
弘
前
大
学
特
別
研
究
員
　
白
石
　
睦
弥
）

弘
前
大
学
震
災
研
究
交
流
会
の
活
動

八
戸
で
の
前
年
度
調
査
方
法
論
の
報
告
会
と

今
年
度
の
調
査
方
法
論

あ
お
も
り
ツ
ー
リ
ズ
ム
創
発
塾
・
弘
大

　
　
　
　
　
　
　
　弘
前
大
学
観
光
研
究
会

佐
井
村
箭
根
森
八
幡
宮
祭
典
調
査

第10回 弘前大学震災研究交流会のようす（真剣に発表をきく参加者）

山車の前に集まった弘大「若者組」

ワークショップ風景



　
あ
お
も
り
県
民
政
策
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
（
事
務
局
・
Ｎ
Ｐ

Ｏ
ひ
ろ
だ
い
リ
サ
ー
チ
）
の

研
究
発
表
会
が
、
二
〇
一
三

年
二
月
九
日
に
八
戸
市
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
弘

前
大
学
大
学
院
地
域
社
会
研

究
科
が
後
援
し
ま
し
た
。

　「
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る

八
戸
圏
域
の
企
業
行
動
」
と

題
し
て
、
青
森
大
の
井
上
隆

教
授
、
青
森
地
域
社
会
研
究
所
の
谷
口
清
和
研
究
員
、
そ
し

て
地
域
社
会
研
究
科
の
竹
ヶ
原
公
リ
サ
ー
チ
ア
シ
ス
タ
ン
ト

と
佐
々
木
純
一
郎
教
授
が
報
告
し
ま
し
た
。

（
教
授
　
佐
々
木
　
純
一
郎
）

1
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地
域
全
般
の
課
題
を
学
ぶ
た
め
、
他
学
部
や
一
般
社
会
人
の

方
に
講
義
を
お
願
い
し
て
研
究
発
表
を
合
計
８
回
開
催
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
10
月
に
は
第
12
回
弘
前
大
学
総
合
文
化
祭
に
お
い

て
、
Ｃ
Ｓ
Ｋ
48
と
題
し
た
大
学
院
地
域
社
会
研
究
科
オ
ー
プ

ン
ラ
ボ
の
企
画
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

　
27
日
（
土
）、
28
日
（
日
）
両
日
、
総
合
教
育
棟
４
０
５
の

展
示
会
場
に
は
、研
究
科
の
活
動
内
容
に
か
か
わ
る
ポ
ス
タ
ー

と
年
報
・
報
告
書
が
ず
ら
り
と
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の

市
民
や
学
生
が
見
学
に
訪
れ
、
関
心
の
あ
る
分
野
の
資
料
を

手
に
と
っ
て
興
味
深
そ
う
に
じ
っ
く
り
眺
め
て
い
ま
し
た
。

　
展
示
室
で
最
も
目
を
引
い
た
の
は
、
動
画
展
示
を
行
っ
た

佐
井
村
の
祭
礼
調
査
で
、
研
究
代
表
者
の
三
浦
俊
一
特
別
研

究
員
は
「
ね
ぷ
た
の
有
名
な
弘
前
だ
が
、
他
地
域
の
祭
礼
の

よ
う
す
を
知
っ
て
も
ら
え
れ
ば
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。ま
た
、

Ｃ
Ｓ
Ｋ（Chiiki-Syakai-K

enkyu-ka

）
は
地
域
社
会
研
究

科
の
こ
と
を
示
し
、「
顔
の
見
え
る
」
展
示
を
目
指
し
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
の
展
示
タ
イ
ト
ル
は
以
下
の
通
り
で
す
。

　
地
域
社
会
研
究
科
長
あ
い
さ
つ
・
津
軽
地
域
新
幹
線
経
済

効
果
の
研
究
・
あ
お
も
り
ツ
ー
リ
ズ
ム
創
発
塾
弘
大
・
観
光

研
究
会
・
東
日
本
大
震
災
八
戸
避
難
所
調
査（
二
〇
一
一
年
度
）・

弘
前
大
学
震
災
研
究
交
流
会
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ひ
ろ
だ
い
リ
サ
ー
チ

（
リ
サ
ー
チ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
・
第
10
期
生
　
竹
ヶ
原
　
公
）

地
域
社
会
研
究
科
後
援
事
業

あ
お
も
り
県
民
政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

研
究
発
表
会

津
軽
地
域
づ
く
り
研
究
会

地
域
社
会
研
究
会
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　「
津
軽
地
域
づ
く
り
研
究
会
」は
、

自
治
体
職
員
と
弘
前
大
学
教
員
が

理
論
と
実
務
に
よ
る
政
策
研
究
を

行
う
こ
と
に
よ
っ
て
津
軽
地
域
の

活
性
化
に
繋
げ
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
二
〇
〇
八
年
十
一
月
に
設
立

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
を
振
り

返
る
と
、『
稲
わ
ら
の
有
効
活
用
』

に
つ
い
て
二
年
間
、『
津
軽
地
域

の
市
町
村
合
併
』
に
つ
い
て
一
年

間
、
調
査
研
究
の
成
果
に
つ
い
て

報
告
書
を
ま
と
め
た
一
応
の
実
績
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
設

立
か
ら
四
年
目
を
向
か
え
た
二
〇
一
二
年
度
は
、
参
加
メ
ン

バ
ー
個
々
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
的
と
し
た
個
人
研
究
と
発

表
会
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
津
軽
地
域
の
発
展
と
活
性
化
の
た
め
に
は
、

自
治
体
の
あ
り
方
に
つ
い
て
大
き
く
変
革
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、
そ
の
時
代
に
合
っ
た
地
域
ニ
ー
ズ
を

的
確
に
捉
え
対
応
で
き
る
よ
う
、
こ
の
研
究
会
が
果
た
す
役

割
は
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
故
に
、
大
学
と
自
治
体
、
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
が
、
協
働

に
よ
り
地
域
に
貢
献
で
き
る
仕
組
み
こ
そ
が
地
域
を
豊
か
に

す
る
こ
と
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

（
津
軽
地
域
づ
く
り
研
究
会
　
中
澤
　
俔
志
）

　
今
年
度
の
地
域
社
会
研
究
会
に
お
け
る
研
究
発
表
会
は
、

在
学
院
生
の
論
文
制
作
過
程
の
発
表
の
場
と
し
て
、
ま
た
、

第
１
回

（
３
月
17
日
）
三
浦
　
俊
一
（
弘
前
大
学
特
別
研
究
員
・
第
６
期
生
）

『
地
域
の
祭
事
・
芸
能
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』

第
２
回

（
６
月
30
日
）
飯
田
　
清
子
（
第
11
期
生
）

『
ビ
ン
テ
イ
ジ
・
モ
デ
ル
に
よ
る
借
地
借
家
法
の
研
究
と

今
後
の
研
究
の
計
画
に
つ
い
て
』

第
３
回

（
７
月
28
日
）
原
子
　
純
（
第
11
期
生
）

『
子
ど
も
の
人
間
力
を
拓
く

「
遊
び
」
の
可
能
性
に
関
す
る
実
践
学
的
研
究
』

第
４
回

（
８
月
25
日
）
鑓
水
　
浩
（
第
11
期
生
）

『
人
間
の
生
得
的
な
行
動
特
性
に
応
じ
た
道
徳
授
業
の
研
究

―

進
化
生
物
学
の
知
見
を
基
盤
と
し
て―

』

第
５
回

（
９
月
22
日
）
田
中
　
文
夫
（
第
11
期
生
）

『
小
学
生
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
に

関
す
る
研
究
』

第
６
回

（
11
月
24
日
）
早
川
　
和
江
（
第
11
期
生
）

『
地
域
食
材
を
活
用
し
た
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
フ
ー
ド
の
開
発
』

第
７
回

（
12
月
22
日
）
檜
槇
　
貢
（
研
究
科
長
）

『
わ
が
国
に
お
け
る

国
土
計
画
論
に
つ
い
て
』

第
８
回

（
２
月
２
日
）
橘
田
　
誠
（
第
８
期
生
）

『
特
別
市
制
の
廃
止
と

地
方
二
層
制
の
定
着
』

山
本
　
大
輔
（
深
浦
町
職
員
）

『
深
浦
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
』

葛
西
　
真
央
（
第
11
期
生
）

『
完
新
世
記
以
降
の
日
本
海
沿
岸
北
部
に
お
け
る

沖
積
平
野
発
達
過
程
の
考
察
』

大
山
　
祐
太
（
第
10
期
生
）

『
知
的
障
害
者
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
携
わ
る
大
学
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
抱
え
る
不
安
に
対
す
る
研
究
』

山
口
　
恵
子
（
人
文
准
教
授
）

『
東
京
に
出
る
若
者
た
ち
』

（
書
籍
紹
介
）

高
ま
る
地
域
づ
く
り
に
お
け
る
大
学
の
役
割

　
地
域
大
学
の
時
代
が
到
来
し
て
い
ま
す
。
細
分

化
さ
れ
理
論
的
精
緻
化
を
志
向
さ
れ
た
科
学
技
術

を
基
礎
に
置
き
な
が
ら
、
同
時
に
地
域
社
会
の
現

実
に
か
か
わ
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
大
学
と
し

て
、
教
育
、
研
究
、
社
会
貢
献
を
行
え
る
大
学
像

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
地
域
社
会
研
究
科
は
、
後
期
博
士
課

程
と
し
て
、
社
会
人
院
生
が
地
域
社
会
の
現
場
で

積
み
上
げ
た
実
践
的
研
究
の
蓄
積
に
よ
っ
て
成
り

立
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
い
い
の
で
す
。
こ
れ
か

ら
の
高
ま
る
地
域
づ
く
り
に
お
い
て
、
私
た
ち
研

究
科
の
役
割
は
大
き
い
と
い
え
ま
す
。

自
治
体
と
の
連
携

　
私
た
ち
は
地
域
社
会
の
現
場
に
向
き
合
い
世
界

に
発
信
す
る
研
究
科
を
目
指
す
の
で
す
が
、
こ
の

こ
と
は
自
治
体
の
協
力
な
し
に
は
で
き
な
い
の
で

す
。
青
森
県
、
県
内
市
町
村
、
さ
ら
に
は
道
南
・

を
考
え
る
し
く
み
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
ひ
ろ
だ
い
リ
サ
ー
チ
や
関
係
団
体
と
と

も
に
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

東
京
か
ら　
キ
ロ
離
れ
た

地
域
社
会
研
究
拠
点
に
な
り
た
い

　
私
た
ち
の
研
究
拠
点
は
津
軽
で
す
。
四
季
が
明

確
で
、
深
い
人
間
関
係
を
求
め
る
風
土
が
特
徴
で

す
。
東
京
か
ら
600
キ
ロ
離
れ
た
地
域
社
会
で
こ
そ

光
り
輝
け
る
教
育
研
究
を
志
向
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
地
で
、
日
本
は
も
と
よ
り
ア
ジ
ア
に
お
け
る

地
域
社
会
研
究
拠
点
に
な
り
た
い
の
で
す
。

地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る
大
型
研
究
を

　
二
〇
一
二
年
度
は
震
災
と
観
光
に
関
す
る
研
究

を
研
究
科
に
お
け
る
二
本
柱
に
掲
げ
ま
し
た
。
調

査
方
法
論
調
査
、
青
森
県
・
弘
前
市
・
鶴
田
町
等

か
ら
の
受
託
研
究
は
震
災
と
観
光
の
二
つ
に
整
理

で
き
る
も
の
で
し
た
。
二
つ
の
研
究
テ
ー
マ
は
、

震
災
後
の
東
北
地
方
が
抱
え
る
課
題
な
の
で
す
。

二
本
柱
の
設
定
は
地
域
社
会
研
究
科
が
大
型
研
究

に
挑
戦
す
る
き
っ
か
け
に
し
た
い
と
考
え
て
の
こ

と
で
す
。

い
つ
か
は
敬
意
を
も
た
れ
る
大
学
院
研
究
科
に

　
こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
て
、
こ
れ
か
ら
10
年

で
国
内
外
か
ら
敬
意
を
も
た
れ
る
大
学
院
研
究
科

と
し
て
成
長
し
て
い
き
た
い
の
で
す
。
ど
う
か
皆

さ
ん
、
暖
か
い
目
で
私
た
ち
研
究
科
の
活
動
を
見

守
っ
て
く
だ
さ
い
。

研
究
者
と
学
生
、
市
民
が
一
緒
に

地
域
社
会
を
考
え
る
し
く
み

　
教
育
研
究
の
し
く
み
と
し
て
の
地
域
社
会
研
究

科
の
こ
と
は
弘
前
大
学
大
学
院
地
域
社
会
研
究
科

案
内
（http://w

w
w
.hirosaki-u.ac.jp/Tlag/

index.htm
l

）
を
参
照
し
て
下
さ
い
。
地
域
社
会

研
究
科
の
ね
ら
い
を
ひ
と
言
で
表
せ
ば
、
津
軽
の

地
で
研
究
者
と
学
生
、
市
民
が
一
緒
に
地
域
社
会

研
究
科
長
あ
い
さ
つ

研
究
科
の
概
要

地
域
づ
く
り
の
担
い
手
の

居
場
所
と
し
て
の
研
究
科

　
地
域
社
会
に
育
て
ら
れ
、
地
域
社
会
に
か
か

わ
っ
て
行
く
と
い
う
精
神
を
私
は
も
っ
て
い
ま

す
。
地
域
社
会
研
究
科
に
か
か
わ
る
人
た
ち
に
は
、

ど
こ
か
に
地
域
づ
く
り
の
担
い
手
と
し
て
の
自
覚

を
も
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど

う
か
地
域
づ
く
り
の
担
い
手
が
集
ま
る
場
所
と
し

て
研
究
科
を
成
熟
さ
せ
た
い
の
で
す
。

600

東
北
地
方
の
市
町
村
と
の
連
携
を
大
切
に
し
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
震
災
、
観
光
、

人
材
誘
致
等
の
テ
ー
マ
で
は
ど
こ
か
に
自
治
体
職

員
が
係
わ
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
私
た
ち
の
研
究

科
な
の
で
す
。

研
究
科
長
　
　

檜
槇
　
貢


